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　５月１０日の理事会において、会長に推挙していただき、会長職になって３年目を迎えることが出来まし
た。この２年は、協会の立て直し、地域協会とのつながりの強化、日本協会へ意見が言える協会にしていく
ことなど、様々な活動を行なってまいりました。会員の皆様のあたたかいご支援のおかげで、会の運営状況
も安定し、「この会があってよかった」と思ってもらえる活動が実現できる体制が整ってまいりました。
　これをもとに、今年度はさらに組織体制を強化し、新たなことに取り組んでまいりたいと思います。
　一つは、会員が望んでいる研修企画の強化と法定研修への参画です。介護支援専門員にとって、自己を
振り返り、スキルアップのために学びを深めることは、必要不可欠だと考えています。特にアセスメント力の
強化は必須だと思います。そのための学びの場を設けていくことは、職能団体である当協会として果たすべ
き役割と考えています。今後も有用な研修の機会を多く設けること、そして会員であれば参加費を安くできる
よう、各種補助金の申請も行いながら会員メリットを感じて頂けるようにもしていたいと思います。また、法定
研修については現在、山口県社会福祉協議会が県より委託を受けて実施しています。そして、この法定研
修も平成２８年度には大幅に改定が予定されています。ここについても、職能団体として法定研修へ参画で
きるよう、県、県社会福祉協議会と協議しながら準備を進めていきたいと思います。そのための法人化取得
に向けても今年度どのような法人格がふさわしいのかについて調査し、議論を深めていきたいと思います。
　二つ目に、会員が日々制度について疑問に感じていることや、もっとこのような制度にならないのかという
声を国へ反映していくために、現状の制度について精査し、どのようにすれば国へ意見提言できるかを議論
し、その体制を整備していこうと考えています。そのため、調査研究部会において、現状の制度についての
整理と、それを会員の皆様へ分かりやすく伝えていけるようにしていきます。また、その整理の中から、次年
度の制度改正へ向け、県としての意見として日本協会を通じて国に働きかけていけるようにしていきます。
　また、地域とのつながりをさらに強めていくこと、会員の皆様が「楽しい」と思えるような活動などを通じて、
つながりを深め、現在会員でない介護支援専門員の方も「入会したい」と思ってもらえるような会になるよう
頑張っていきたいと思います。これからも会員の皆様のご支援、ご協力を何卒お願いいたします。

　５月３１日、山口県セミナーパークにおいて代議員総会を開催いたしました。当日は５６名の代議員の方に
お越しいただきました。当日は、昨年度の事業報告と決算、監査報告、今年度の事業計画、予算について
審議し、特に異議もなく承認していただくことができました。
　また新役員体制についても理事会での決議にもとづき、紹介させていただき、承認していただくことができ
ました。この２年間この役員体制で執行してまいります。何卒よろしくお願いいたします。
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■会長挨拶 ～新たな活動へむけて～ 

山口県介護支援専門員協会だより 

山口県介護支援専門員協会 佐々木啓太 

■総会報告 新体制のご紹介 




